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福祉カウンセリング演習 15 夫婦や家族などのシステムを観ながら面接をするための演習を行う。

社会福祉専門演習Ⅰ 〇 15
６人の学生各々が自分のテーマを絞り，メンバーとディスカッションを

する。

司法福祉 〇 15 非行臨床，家族臨床に関しての基礎理論を学ぶ。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

人間関係とコミュニケーション 〇 15 日常生活のコミュニケーションに関して講義と演習を行う。

臨床心理学 〇 15 不適応症状・行動を理解するための基礎的な理論を学ぶ。

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

（４）その他

該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

カウンセリング心理学

（①Ⅱ‐17ブリーフカウンセリング、②

Ⅳ‐42非行・犯罪・矯正カウンセリン

グ、③Ⅳ‐44保健・福祉カウンセリング)

単著

新曜社；①P68-71、②

P172-175、③P180-183

ISBN 978-4-7885

市村彰英 2019.05.24

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
1983～2003年家庭裁判所調査官として勤務，2003年埼玉県立大学講師，2006年准教授，2012年教授に就任。

2005年臨床心理士資格取得，2019年公認心理師資格取得。

所属学会（役職）日本家族研究家族療法学会，日本犯罪心理学会，日本心理臨床学会

１．研究業績

（１）著作

研究分野 家族臨床心理学，非行臨床心理学

学位 心理学士

学歴 1982年日本大学文理学部心理学科卒業（1983年日本大学文学研究科博士前期課程中退）

氏名 　市村　彰英 部署 　社会福祉子ども学科 職名 　教授

社会福祉専門演習Ⅲ 〇 15
６人の学生各々が自分のテーマを絞り，メンバーとディスカッションを

する。

社会福祉専門演習Ⅳ 〇 15
６人の学生各々が自分のテーマを絞り，メンバーとディスカッションを

する。

健康支援カウンセリング論（大学院） 〇 8

ソーシャルワーク演習Ⅱ 〇 15
教員４人が十数人の学生たちに３回ずつ各教員の専門分野の演習を行

う。

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 〇 15 実習の事前学習，事後学習を通して，学びを深めていく。

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 〇 15

家族カウンセリングの理論と実践を学ぶ。

実習の事前学習，事後学習を通して，学びを深めていく。

コンサルテーション論（大学院） 〇 6 児童虐待のコンサルテーションに関する理論と実践を学ぶ。

小児保健医療福祉論（大学院） 〇 2 児童虐待の理論と実践を学ぶ。
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2019.09.07

2019年度埼玉県児童福祉司任用資格認定

講習会講師

埼玉県福祉部子

ども安全課
子どもの成長・発達と生育環境 2019.09.11

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

全国医学生ゼミナール

埼玉医ゼミに参

加する会　いろ

どり

家族が抱える問題 2019.07.07

世田谷児童相談所研修
世田谷児童相談

所
非行虐待に関する家庭裁判所との連携に関する 2019.05.14

ホームスタートこしがやビジター養成講

座講師

ホームスタート

こしがや
問題や悩みのある家庭への理解 2019.06.17

日本犯罪心理学会第５７回大会
日本犯罪心理学

会
事例研究発表座長 2019.08.31

全国公立大学協会連絡会 埼玉県立大学 後援会及び協議会

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

主指導・副指導の別及び指導人数

ソーシャルワーク実習Ⅱ 60 児童相談所で実習を受ける学生９人を担当し，巡回を通して支援した。

修士論文 15 主指導（指導教員） 1名 副指導（指導補助教員） 1名

卒業論文 15 主指導 4名 副指導 1名

2019年度埼玉県SC.SSW合同研修会

埼玉県教育局県

立学校部生徒指

導課

児童虐待が生じている家族への支援　　　　　　　　　～

そのコンテクストを考える　～
2019.07.16

児童虐待重大事例研修
埼玉県

中央児童相談所
児童虐待の重大事例に観られる傾向 2019.08.27

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（４）論文指導

対象 期間

2019年度埼玉県児童福祉司任用資格認定

講習会講師

埼玉県福祉部子

ども安全課
子どもの生活に関する諸問題 2019.09.11

2019年度埼玉県要対協調整機関専門職研

修

埼玉県福祉部子

ども安全課
子どもの所属機関と連携 2019.09.17

保護者の会 東京家庭裁判所 青年期の子どもを育てる大変さ 2019.09.19

2019年度埼玉県要対協調整機関専門職研

修

埼玉県福祉部子

ども安全課
子ども家庭相談の運営と相談援助 2019.10.08

2019年度埼玉県児童福祉司任用資格認定

講習会講師

埼玉県福祉部子

ども安全課
子ども家庭支援のためのソーシャルワーク 2019.10.08

高校出前講座
埼玉県立高崎北

高等学校
児童虐待について 2019.11.12

埼玉県訪問型子育て支援普及推進事業セ

ミナー講師

埼玉県福祉部少

子対策課
困難を抱える家庭への訪問支援研修 2019.11.26

平成31年度埼玉県児童福祉司任用後研修
埼玉県福祉部子

ども安全課
非行対応～少年非行の視点と処遇～ 2019.12.03

埼玉県訪問型子育て支援普及推進事業セ

ミナー講師

埼玉県福祉部少

子対策課
困難を抱える家庭への訪問支援研修 2020.01.28



18

19

20

21

22

23

1

2

3

1

2

3

1

1

1

2

3

1

1 該当なし

８．特記事項

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

全学的委員会及びセンター業務等 社会福祉子ども学科長 2017.4～

全学的委員会及びセンター業務等 ハラスメント対策防止委員 2010.4～

項目 内容 期間

該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

５．学内運営

埼玉県少子対策部子ども安全課 埼玉県児童虐待重大事例検証委員長 2014～

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

ホームスタートこしがや 運営委員 2010～

ホームスタート埼玉推進協議会 運営委員 2014～2017

埼玉県社会福祉協議会 福祉人材センター運営委員 2019～

越谷市福祉部福祉推進課 福祉保健オンブズパーソン 2019～

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

保護者の会 東京家庭裁判所 青年期の子どもを育てる大変さ 2020.02.06

ホームスタートこしがやビジター研修
ホームスタート

こしがや

訪問型子育て支援における当面の課題に関する　グループ

ディスカッション
2020.02.07

ホームスタートさやまビジター養成講座

講師

ホームスタート

こしがや
問題や悩みのある家庭への理解 2020.02.21

ホームスタート埼玉推進協議会 顧問 2018～

若者支援ネットワーク研修会
埼玉県民生活部

青少年部

悪循環が生じている家族への支援　～そのコンテクストを

考える　～　　公演と事例研究
2020.02.13

ホームスタート船橋（千葉）ビジター研

修

ホームスタート

こしがや
問題や悩みのある家庭への理解 2020.02.14

ホームスタートわこうビジター養成講座

講師

ホームスタート

こしがや
問題や悩みのある家庭への理解 2020.02.20

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期


